
令
和
元
年
六
月
十
九
日
提
出

質
問
第
二
五
八
号

国
際
観
光
旅
客
税
の
使
途
及
び
特
定
財
源
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

古

本

伸

一

郎
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国
際
観
光
旅
客
税
の
使
途
及
び
特
定
財
源
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
際
観
光
旅
客
税
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
よ
り
導
入
さ
れ
て
い
る
新
税
で
あ
る
。
得
ら
れ
た
観
光
財
源
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
「
国
際
観
光
旅
客
税
の
使
途
に
関
す
る
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
（
以
下
「
基
本
方
針
」
）
」
で
明
記
さ
れ
て
お
り
、
①
ス

ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
快
適
に
旅
行
で
き
る
環
境
の
整
備
、
②
我
が
国
の
多
様
な
魅
力
に
関
す
る
情
報
の
入
手
の
容
易
化
、
③
地
域

固
有
の
文
化
、
自
然
等
を
活
用
し
た
観
光
資
源
の
整
備
等
に
よ
る
地
域
で
の
体
験
滞
在
の
満
足
度
向
上
、
の
三
つ
の
分
野
が
指

定
さ
れ
、
特
定
財
源
と
し
て
の
使
途
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
特
定
財
源
は
、
受
益
と
負
担
の
関
係
が
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
負
担
者
の
納
得
が
得
ら
れ
や
す
い
一
方
で
、
財

政
の
硬
直
化
等
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
道
路
特
定
財
源
は
、
こ
う
し
た
問
題
か
ら
平
成
二
十
一
年
四
月
か

ら
一
般
財
源
化
し
て
い
る
。
国
際
観
光
旅
客
税
に
関
し
て
も
、
「
基
本
方
針
」
で
予
算
編
成
の
考
え
方
を
、
「
観
光
財
源
を
充

当
す
る
具
体
的
な
施
策
・
事
業
に
つ
い
て
は
、
硬
直
的
な
予
算
配
分
と
な
ら
ず
、
…
…
、
毎
年
度
洗
い
替
え
が
行
え
る
よ
う
、

観
光
戦
略
実
行
推
進
会
議
に
お
い
て
、
民
間
有
識
者
の
意
見
も
踏
ま
え
つ
つ
検
討
を
行
い
、
予
算
を
編
成
す
る
」
と
し
て
お

り
、
柔
軟
な
運
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
特
定
財
源
と
そ
の
使
途
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
議
論
と
継
続
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と

一



考
え
ら
れ
る
が
、
国
際
観
光
旅
客
税
の
使
途
、
及
び
特
定
財
源
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

国
際
観
光
旅
客
税
の
「
基
本
方
針
」
で
使
途
の
要
件
と
さ
れ
る
「
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
快
適
に
旅
行
で
き
る
環
境
」
と
は

何
か
。

二

例
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
ウ
ィ
ル
ス
を
含
む
肉
製
品
の
検
疫
体
制
の
事
例
を
考
え
る
。
国
会
で
は
、
出
入
国
の
検
疫

体
制
の
整
備
強
化
（
ビ
ー
グ
ル
探
知
犬
の
増
頭
等
）
に
国
際
観
光
旅
客
税
を
充
て
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
基
本
方
針
等
に
掲

げ
る
受
益
と
負
担
の
関
係
の
明
確
化
や
、
検
疫
に
お
け
る
混
雑
状
況
な
ど
に
鑑
み
、
三
十
一
年
度
の
予
算
の
国
際
観
光
旅
客

税
充
当
事
業
に
は
計
上
し
て
い
な
い
」
（
衆
・
財
務
金
融
委
員
会
・
平
成
三
十
一
年
四
月
十
日
）
と
の
政
府
答
弁
が
あ
り
、

現
段
階
で
は
検
疫
体
制
強
化
へ
の
充
当
を
行
っ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
今
後
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
等
の
脅
威
が
更

に
高
ま
れ
ば
、
担
当
官
に
よ
る
防
疫
検
査
強
化
に
伴
い
空
港
の
入
管
審
査
が
更
に
混
雑
と
な
り
旅
客
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
ビ
ー
グ
ル
探
知
犬
に
よ
る
防
疫
は
、
防
疫
と
「
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
快
適
な
旅
行
」
環
境
の
整

備
の
両
方
に
極
め
て
有
効
な
政
策
で
あ
り
、
増
頭
の
た
め
に
本
税
を
財
源
と
し
て
行
う
こ
と
は
、
「
基
本
方
針
」
の
趣
旨
に

合
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
、
尋
ね
る
。

三

ま
た
「
基
本
方
針
」
の
趣
旨
か
ら
み
れ
ば
、
例
え
ば
爆
発
物
探
知
犬
の
増
頭
等
に
よ
る
テ
ロ
対
策
へ
の
使
途
拡
充
は
「
ス

二



ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
快
適
な
旅
行
」
環
境
の
整
備
に
当
た
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
新
幹
線
等
の
大
量
輸
送
を
目
的
と
す
る
公
共

交
通
機
関
に
お
い
て
、
諸
外
国
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
制
服
姿
の
警
察
等
の
治
安
当
局
が
爆
発
物
探
知
犬
を
帯
同
し
巡
回
す
る

こ
と
は
、
犯
罪
の
抑
止
と
旅
客
の
安
心
感
の
確
保
に
極
め
て
有
効
と
考
え
る
。
以
上
よ
り
、
例
え
ば
爆
発
物
探
知
犬
の
増
頭

等
に
つ
い
て
テ
ロ
対
策
に
国
際
観
光
旅
客
税
の
財
源
を
充
て
る
こ
と
は
、
趣
旨
に
合
致
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
尋

ね
る
。

四

特
定
財
源
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
過
去
に
実
施
さ
れ
た
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
の
総
括
を
行
う
こ
と
は

一
定
の
意
味
が
あ
る
。
道
路
特
定
財
源
が
一
般
財
源
化
し
て
今
年
度
で
十
年
の
歳
月
が
経
つ
が
、
そ
の
始
ま
り
と
な
っ
た
平

成
二
十
二
年
度
予
算
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
予
算
の
十
年
間
に
お
い
て
、
国
分
の
道
路
予
算
と
旧
道
路
特
定
財
源
の
税
収
と

の
関
係
性
は
、
道
路
予
算
が
道
路
特
定
財
源
見
合
い
の
税
収
を
上
回
る
の
か
、
或
い
は
下
回
る
の
か
、
結
果
を
お
示
し
願
い

た
い
。
以
上
の
財
政
の
結
果
よ
り
、
一
般
財
源
化
に
よ
っ
て
当
時
指
摘
さ
れ
た
道
路
以
外
へ
の
流
用
は
抑
制
で
き
た
の
か
、

効
果
を
尋
ね
る
。

五

道
路
特
定
財
源
は
一
般
財
源
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
受
益
と
負
担
」
の
関
係
性
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
と
の
指
摘
も

あ
る
。
ま
た
昨
年
提
出
さ
れ
た
与
党
の
「
平
成
三
十
一
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
の
「
車
体
課
税
」
の
記
述
に
お
い
て
は
、

三



「
税
制
抜
本
改
革
法
以
来
の
累
次
の
与
党
税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
懸
案
事
項
と
さ
れ
て
き
た
車
体
課
税
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
今
般
の
措
置
を
も
っ
て
最
終
的
な
結
論
と
す
る
」
と
明
記
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
与
党
大
綱
を
礎
に
政
府
大
綱
が

作
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
以
上
自
動
車
関
係
諸
税
の
減
税
、
す
な
わ
ち
ユ
ー
ザ
ー
負
担
の
軽
減
は
行
わ
な
い
と
も

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
ど
う
か
、
お
尋
ね
す
る
。
自
動
車
関
係
諸
税
の
負
担
軽
減
が
望
め
な
い
場
合
、
使
途
を
ユ
ー
ザ
ー

還
元
に
限
定
し
、
受
益
と
負
担
の
関
係
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
も
納
税
者
の
納
得
感
と
い
う
意
味
で
は
一
考
の
余
地
が
あ
る

と
考
え
る
が
見
解
を
求
め
る
。

六

二
〇
四
十
年
頃
に
は
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
大
半
が
耐
用
年
数
を
迎
え
更
新
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
頃
の
財
政
需
要
は
現
状
よ

り
約
一
・
五
倍
増
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
老
朽
更
新
に
加
え
Ｉ
Ｔ
Ｓ
、
自
動
運
転
等
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
整
備

の
た
め
の
「
道
路
高
度
化
の
投
資
」
（
※
）
も
今
後
益
々
必
要
と
な
る
。
一
方
で
、
自
動
車
関
係
諸
税
の
基
幹
と
も
言
え
る

揮
発
油
税
の
税
収
は
二
〇
〇
五
年
の
約
三
・
二
兆
円
か
ら
二
〇
一
八
年
の
約
二
・
五
兆
円
へ
と
、
こ
こ
数
十
年
で
約
六
〇
〇

〇
億
円
／
年
の
減
収
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
将
来
見
込
ま
れ
る
財
政
需
要
（
※
）
に
応
え
る
た
め
に
、
税
制
で
使
途

を
限
定
す
る
方
が
よ
り
安
定
的
に
財
源
確
保
が
で
き
る
の
か
、
或
い
は
一
般
財
源
を
維
持
す
る
方
が
財
政
の
柔
軟
性
を
維
持

し
つ
つ
安
定
的
な
運
営
が
で
き
る
の
か
。
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
更
新
及
び
「
道
路
高
度
化
の
投
資
」
に
必
要
と
な
る
財
源
の
安

四



定
確
保
の
視
点
よ
り
、
見
解
を
尋
ね
る
。

右
質
問
す
る
。

五


